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問題・目的
ダウン症児(以下DS児)の発注研究のうち社会性の
領域は運動機能や他の精神発達の領域iζ比べてその解明
が遅れている。健常児の発達研究においても同様の傾向
がみられるが，研究対象の低年令化iζつれて健常児では
1960年代末から乳幼児研究が急激に感んになり，その中
で社会性発達の検討もすすんだ。 DS乳幼児を対象とし
た研究は健常乳児研究の方法を追試する形で遅れて始ま
り，流れに参加したのは1970年代後半K入ってからであっ
た。 ζの背景にはDS症候群に対する早期診断，早期療
育の重要性の認識が深まったζと，そのためfCDS児の
発達，とくに低年令時からの分析が必要ーとなったことが
みられる。
後lζ述べるように健常乳児の社会性発速に関しては幾
つかのmilestonesが提唱されているが(表1)，D S乳
児のデータは現在蓄積の段階』とあり， 0歳期からの継続
観察が求められる時期にあるといってよし、。筆者は実際
** 』ζO歳期からの弔期療育の現場で親子関係の観察.続へ
のインタビューを通してDS乳児の討会性につきデータ
を得る機会を持った。本報告では母親の家庭記録および
インタビューで得られた結果から， D S乳児の0歳-]
歳前年ーまでの社会性発注のデータを分析して.その特徴
について考察するととを目的とした。
DS事u尼の社会性の発逢
健常乳児の社会性発注のmileslonesを発注検査からぬ
き山し表 ]，ζ示した。乙乙でいう社会性とはひとつには
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個人内部での自己認識の発達 (自我の形成)と，ふたつ
にはそれに基づいた他者認識および他者との相互作用形
成の発達を意味している。健常乳児に関してO歳から l
成すさまでの乙れらの流れを大まかにいえば.出生後半
年までに乳児にとってposltlveな窓味を持つ人とそうで
ない人を識別し， 0才後期iとは意味を持つ人との間lζ愛
者を形成して分離を極度IC嫌がるようになり，同時lζ見
知らぬ人物や場所を響戒したり恐れるようlζなる。乙れ
と並んで自分の手足をながめたり口に入れるなとして自
己を確かめたり，鏡像(自己像)fζ興味を持ってかかわ
るなどの臼己認識の作業を行ない始める。 l歳前後lζは
自分の行動を阻止されると激しく怒るなどの自我の発現
が明縫にみられるようになる。健常乳児の社会性の発達
は乙のような幾つかの節を舷えて幼児期へ向かうと考え
られている。
乙れに対し1970年代後半からDS乳児の社会性の研究
が散見されるが，それはほとんとが母子関係を対象とし
たもので，第lはAinsworthl)の愛着形成実験の追試で
2) 3) 4) 
あり， 第2は母親の行動随伴性と乳児の行動変容の
関係をみた研究会あり，第3は社会性の発達と認知機能
) 7) 
の発達との関連をみたものであり， 第 4，ま鏡像認知の
発達をみたもd治、あるo 乙乙では特tζ本研究と関連の深
い愛着の研究を紹介してお ζう。
DS事L児の愛着形成
乙乙で紹介する3つの研究はそれぞれCA24ヶ月児，
30-42ヶ月児， 33ヶ月児 の年長児を対象としたデータ
であり，邦文献においてもO歳-1歳代の年少児IC闘す
市* 兵庫県立塚口病院親子教官巨 大阪市大児章 ・家族相談所親子教室
( I ) 
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表 1 0歳児のを士会性発達検査項目
月令 暑号 項 目 内 白骨 • 考 文 献
抱かれるとおとはしく伝る. ~ ..1ンへン。
頗をみつめる. デンパー
物、臓などをじ勺と見つめる. 白血 守
快いときに、ひとり笑いをする. . 
園出〈人を8で追う. MCC 
l 人の声。CII.I!する. N 
周囲を見わたす. N 
反応微笑 デンパー
舗をみつめるときに、一瞬動作をとめる。 ミニaンヘン
あやすと舗を見て笑う. 海守、デンパー
t立いているときIC.人がくると泣きやむ. . 
2 あやすと泣きやむか.人が量れるとt立<. " 
liをながめる. MCC 
動〈踊をじ勺と見つめ.それを自で追う。 ミa ンへン
そ1;1'を歩〈人を自で追う. 津守
声をたてて笑う. . 
3 
l!¥1C人らないときILむずが勺て怒る. . 
簡のする方へ向く. MCC 
気IC人らないEとがあると、そ勺くり返る. (4-6ヶ月} 海守、 MN式
• lイナイ、イナイ、バァ」をしてあやすと、キャフキ令 γと笑う. (4 -6ヶ月)
. H 、デンパー
あやすと声を出して笑う. ミょaンへン
① 国11はだれもいなくなると泣く. 津守
5 ② 知らない人がくると、じ勺と舗をみつめて表情かかわる. . 
③ 母'Rb'手をさしのべると.喜んで自分から体をのりだす. 埠守
① omと他の人との区別がつく。(泣いているときも母"が抱かはいと血きやまな~ 10 ) s 、ミ品ンへン、 MN式
6 
⑤ 母"の!ZlIJ'見えなくなると、のそ'きとんでさかす. a・
(6) I4lc験勺た自分K反応する. MCC.MN式
① 要求があるとき (fSICか取q て1Lいときなど)、声を出して大人の注愈をひ<. 津守
⑥ 欲Lい物がl専られはいと怒る. '、 7 ン，，-
7 ③ 相をふ〈といやがqてßJIをそむ吋たり、手でI~ らいの吋たりする. ， 
⑪ IIlc映勺た自分Icltしかりる. MCC 。相手の行1¥を鍔胞に追視する. ミュソへ γ。ねむ<f.ょいときに、自分のふとんに寝かされそうKなると泣<. 摩守。よ〈抱いて〈れる人を見ると、自分から体をのりだして抱いてもらいたがる. . 
8 
⑬ 身権りをまねる. MCC 
⑬ 買I!I¥のうLろでか〈れんば辺びをするζと花、再んで反応する. ~ .，:t.ンへン
⑪ Iいけませんjと雷うと、ちょ勺と手を引勺ζめて"の顔をみる. 海守
10 ⑪ 知らない人は、はじめ愈織する。 デン~'{-、 i .，:t.ンヘン
⑬ パイパイをする. N 、MN式
⑬ 物屯どを相手IC眼す. 津守
1 
@ 父が出か吋るとき追今て泣いたり、帰ると迎えに出たりする。 . 
@ 続の申の自分IU1じぎをしたり笑も、かけたり、績を相手IC遊ぶ. 津守
12 
@ 身綴りあるいは冨麓て援すようK妻摘されると、相手の人IC物を滋す. ミ~ンヘン. MN式
荷主引用した莞遣検査
ミ~O/へン機能的発運診断法 MN式発"スクリ ーユングテスト
津守式乳幼児精神莞連検査 B本~デンパー式発透スヲリーニング検査
MCCベピーテスト
( 2 ) 
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るデータ報告はほとんど見当たらなし、。 ー の相異を明らかにしていく乙との方か乙れら2つのグルー
未知場而でDS乳児の行動を観察したB.Paulら プの乳児研究を行なう上では重要であると4考える。乙の
は母線とStranger(未知の人物)がDS乳児と同室し 問題の解明のためにはO歳-2歳の幼令時の愛必形成の
ている場f街，あるいは退室 ・再入室した場面でのDS乳 初期機相を知るとと，とくに対人交流κ関するその他の
児の線子を次のようにとらえている。 DS乳児は母貌， 指標や白衣の出現との関係を解明する乙とがひとつの鍵
Strangaが入 ・返室するのを感知しており，母紛が不在 になるものと思われる。
の時iζより強く泣いたり苦痛を表現した。そしてドアの
}jを見つめ母親が戻ってくるとその姿を自でとらえ両手
をさし出して泡かれようとした。 B.Paulらはこれら
の観察を通してDS乳児の愛着形成の過程は健常児と質
的な違いはないと結論している。 c.DanteとS.Fe-
licisema
3
)はAmsworthのStrangesiluation法を用い
て， D S児の愛.(J行動と恐れの行動とを分析しようと試
みた。その結果 ， 乙れらの愛者行動や恐れは場面の1~鋲ー
によってその程度は機々κ変容するものの.行動のシス
テム自体はDS乳児と健常乳児との間K差異はないとい
う結論を似た。
2) 3) 
乙れら2つの研究 がDS乳児と健常乳児の聞に大
きな法見を見:1さなかったのに対し， DS児の愛着と探
索行革f;を調べたS.Feliciscina & C. Dante4)で
は両省に質的fJ.逃いがあるとしている。母級とStrange
の人 ・il宅のくり返しに対し，健常児は母続不在でより
激しく泣き， f.与入室では母親に両手をさし出すというよ
うに，分間世を嫌い歓迎反応を示した。乙れiζ対しDS児
は一人きりにされた時に健常乳児より多く視覚的な探*
をITなったというもので，乙れはDS児が一人でいる乙
とや新しい原境をあまり恐れずにふるまったということ
になり，健常乳児よりも乙のような湯l函での恐れの感覚
か叫し、のではなし、かと考えられた。
以上のような顕型として外K現われる行動を分析して
DS乳児と健常乳児とを比較し，その出現時期の遅速や
表現HU変の去を問題にする研究の方向もあるが，事(Jは
むしろ， C IJante3)らの街摘するように， DS乳児と
健常乳児の変心形成の発注システム(あるいは枠組み)
方
?
対象 本大学付属の児童 ・家族相談所で閲4忙している
"ダウン症乳児の親子教室"注 1)K参加している観子
のうち 5組を対象とし継続観察を行なった。対象乳児lζ
閲する属性を表2Iζ示す。対象乳児は昭利]59年6刀.7 
1出生で(対象Nu@のみ4月出生)，全員が同年日月よ
り規子教室へ来所，現在も継続通所している。綾子教室
は“赤ちゃん体操，.離乳食指惑を通して.健康管.I!I!.
巡，)J発注の促進，姿勢の矯正，さらに税子のスキンシッ
プを高めて税子関係の改善をめざすものである。本教室
において対象児の社会性の発注を分析するため遊びの湯
而，家庭ての生活記録，綴との而綾なとヵ、教室プログラ
ムlζ組み込まれた。本研究は上記の資料をもとに分析を
行ったものである。
家庭紀録表の作成
対象児がO歳期後半iζ入り社会性の発達の第一の節で
ある愛お形成期lζ入る時期(表 1Iζ得ニじ8-9ヶn頃と
設定した)から，親指導を兼ねて家催でのJ己録用紙ぞ作
目ocし7ニ。
家!払;己録用紙の作成は表 1の健常乳児の社会性発注の
mtlestonesを参考?に新たな視点を加えた。ぷlの 1-4
ヶJ.までの項何は外界からの刺激K対して乳児か反応す
るか舌かを問う項目が中心となっており，対人識~IJ後の
行動は 5ヶ月以降K主K示されている。そ乙でぶ lのrl'
味のうち乙の対人識別が生じた後から12ヶ月までのmi1e-
stonesを幾つかの F位項目1<:分額し (表3)，乙れらの
関係を凶 1Iζ示した。
表2 対象DS事L児
I) Y. T (酌 K.O (3) 1<' K !J Iて I (司 Y 八
一一一一
fl 日1) '1 tr . ?l ~~ ワ1 ~ . 1，( 児 IJj 児
'ド 11" J 1 S 5¥1. 6 7 559 7 1 5 5Y 7 31 S59.72~ 5 59 4. 2 
牛ド崎身民・体明 480個 26S0. 17 1四 2910. 46.8個 2950. 46.5団 2650• 49.3四 2715.
きょう fごい 但し 屯し !J L 飾2人 なし
同訳家 厳 父.fi}.本児 父・母・本児 父.~語・.-:児 母・怖・肺・本児 曾週母.祖父母父・偲・本兜
敏);:o!行i人通以外i軒出釘餌 行 有 何 有 '" 
A •• 。I J;r 化、内膜欠出 心空中級欠1II1Jl 心房申~欠fll症 なし ファロ一回復症
( 3 )
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愛着行動
自己主張・要求
児がどのように反応するかを問うもので，1国応あるいは
拒否という形で表面にあらわれる。 3.乳児 他者は愛
者関係をさすもので，乳児からの一方的な依存的関係で
はなく相互K親和的感情をもってひき合うという状態を
さす。 4乳児コは乳児が自己像をどう認識していくかと
いう乙とをさしている。乙れらの発注の基本に乳児の自
我の発達があり， u.前後から外界からの要請と乳児自
身の要求の異なる湯合K，乳児が自分を抑し泡そうとす
る傾向の強まってくる乙とはよく知られている。
本研究では乙れら4つの視点に加えて共感あるいは洞
察という項目を追加するとととした。図 1では，乳児が
自分の要求を他者に表現する，他者からの働きかけに反
応する， 他者との情緒的関係を形成する，自己自身の認
識をもっという 4羽目が示されているが，乙れらはあく
まで乳児の側の自己Iζ基づいた他者との関係であり， 他
者のおかれている状況ないしは他者の内的世界を感知し
それに反応するという側面が欠落している。乙の関係を
図 11:.加えて新たに図示したのが図2である。
乳児の社会性の様相 I
該当する項目 No 
①②③@@⑪⑬@⑫⑬@ 
①③ 
⑨⑫⑬⑬⑬⑫ 
⑥⑮@ 
図 1
乳児の社会性発達倹杏項目の分類
愛:(J行動・ 人見知 り
自己主張・要求
他者の働きかけへの反応
自己 像へ の反応
表3
表3および図 lにみられるとおり既存の社会性の発達
検査項目は
1.筑児→他者
2.事l!尼→←他者
3.現児=他者
4.乳児。
という4つの枠組から成り立っている。
1.乳児→他者は，乳児から他者K対する要求表現であ
り，あるいは他者識別のための観察を行っている状態を
さしている。 2.乳児→←他者は他者からの働きかけに乳
事L児の社会性の様相U
共感 .i[uJ察
( 4 ) 
図 2
???
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先述のの~ゅの状態と共感との違いは.①~④の状態
では他省は外界iζ存在しており，乳児と他省とは呪いに
反応し合うという存在であるのに対し，共感は他者の感
情を乳児が自分のものとして受けとめif.!体験するという
ζとにある。
共感を加えた乙れら 5点に基ついて，乳児が臼分の感
じたことを縫に伝えたいのか，伝達しようとする内容は
向分の感情や一次的欲求かあるいは外界のiJ物や物pl現
象か，自分と相手:のどちらのペースlζ合わせようとする
か.相手の気持ちへの共感がみられるかという点からド
位項目を設定した。乙の他乳児の日常生活を知る目的で
生活リズムの安定，党催時の主な姿勢や活動の状態をた
ずねた。乙のようにして作成したのが付表 1ζ示す家出
記録用紙である。
乳児の社会性の発達を.自己認識の発達K即してすす
む他-liーと臼己とのかかわり合いの形成と定義し.十U<J 
の1-7務までの質問項目を作成した。 l需-3需は眼
目民 ・食事 ・排tll!という足本的な生活リズムが一定のリズ
ムを持ち始めたか否かについて問い.これらの欲求が生
じた時乳児がどのような手段で家族lζサインを発するか
を問うた。このうち 2第一(3)は乳児の活動のうち臼立を
以体的iζぷすサインのひとつであり，自分で食べようと
する乳児の白衣が鋭の援助という形での妨舌il1:1lJ会った
i時にどのような反応を示すかを調べるものである。
4番では日常;j.:t催時の主な姿勢と諸i活動を問うた。
5器は乳児から発される伝達のサインiついて紛がと
らえているものをたずねた。乳児の一次的欲求充足のた
めのま~;j(.矩舌のぷ現，新しいものを発見した時ゃうれ
しい時11:籾に知らせ共釘してほしいとする要求.m助の
要求，籾しい人に話しかけたり甘えたりする級相のぷ現
について例を示した。
6おは家族iζ対する反応と見慣れぬ人11:対する反応と
で，いわゆる愛石形成と人みしりの出現を調べている。
7訴は乳児と他省(家族)との関係における共感をと
らえようとした。 5ifiが主iζ乳児からの要求ぷ現. 6需
があ}人;滋別とそれに随伴する行動を調べているのに対し，
7寄では相手のおかれている状況を感知し感情を共街し
ようとする態度がみられるか否かを問うており，臼己.~
;設の越線のtにたった他者理解という側面Kr主点をあて
ている。
家庭£録別紙は税チ教室の開催日に回集し，続へのイ
ンタビューによりさらに詳しい点を補った。本報告では
附拘160{下4月からIOnまでの記録を分析対象としている
が.対象児の l.，f'すぎiζ夏休みをとったため乙の期間に
ついては付表の生データは示されていなL、。乙れらの観
( 5 ) 
察記録』ζ加えて.来所時11:鏡像(自己像)への反応をlll.
篠した。
結果の分類と評定
家庭"己録j刊紙およびインタヒ'ューでI叫~した生データ
を対象児乙とに整思して付表2Iζ示した。付表2のデー
タをもとκ乳児のo_jr期後半から 1%f l:nÎj下までの ~I 会
性の発i主を以下の7点、に基づいて評定した。
1.愛着行動 ・人みしり
家肢をみると喜ぶ，抱いてもらおうと予を1す，家肢
がそばを離れると泣いたり発戸して呼ぶなど，分離不安
や筏近(親和的)要求を表現した場合Kは愛lt形成(+)
と評定した。また見慣れぬ人をじっとみる，泣くなどの
ぷ現があれば人みしり(+)とし.制の判断により泣き
などの激しいぷ現が弱まった湯合(士)の汗定をした。
2. EI己主張
自我が強まり自分の気に人らないもの(食物や遊びな
ど)を距汚したり，臼分がしようとすることを阻止され
た時に怒るなと自己主張の表呪のみられる助合に(け
と評定した。
3.共感 1.1 
相Ilの!日針，Yの変化を察知lし乳児の状態も変化した協合，
例えば母親の具合が悪いl時など乳児も遊びをやめておと
なしくなるなどの感情の共有がみられた湯合κ共感 lを
(+ )と評定した。乙の際さらに母籾をなぐさめようと
するかのようにほ親の顔や手にふれたり，乳児の}Jから
微笑みかけるなど何らかの呉体的行動を示した場合に共
感日を(+)と評定した。
4 . ~書面への適応における他者依存 1 • I 
3共感は相手のおかれている状況を問解し自分をそれ
に適応させる営みであったが.4.では逆1:自分の内的tl!
界iζ他釘を訴導し!剖青を共有するととをみている。例え
ば新しいものをみたり，乳児が何か成功経験 ・失敗経験
をした時11:母籾の方をふりかえって顔をみるなど ，同僚
にj愛品)]は求めなし、が他者(母線)の存犯によって安定を
ぬようとする場合に他者依存 Iを(けとし，さらに問
題解決場IfiIで，自分ができない乙とを家肢の手をひくな
どしてやってもらおうとする湯合1:は.他省依存 fIを
(十)と評定した。
5.要求の伝逢
|制民 ・食事 .11~池なとの一次的欲求が行動なり発)_!jな
りの.&~見を通してみられた場合K (+)の‘.1'f定をした。
6.生活リズムの規則性
i略目民 ・食事・排池すべてが一定している時は(+)と
し. Iつないし 2つが一定している時は(士)とした。
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表4 DS筑児の社会性発遣の評定結果
2 3 4 5 6 7 
対象 月令
愛 者 人見知り 自己主張
共感 共感 他者依存 他者依存
要求伝達 生活
E u リズム 姿勢・通勤
9 + + + + 十 + 
Y.T. 12 十 + 十 + + + + 
15 + 十 + + + + + 十 + ++ 
9 + + 十 + 十 + 
K.O. 12 十 十 + + 十 + + 
15 + + 十 + + + + + + 十十
9 + 十 + + 十 + 
K.K. 12 + + + + + + 十 + 
15 + + + + + + 十 十 十 十+
9 十 + 十 + + + 
E.I. 12 + 十 十 + + + + + 
15 + 十 十 + 十 + + 十 + ++ 
1 ) + + 十 + →ー + + 
Y.A. 14 + + + + + + + 十 + + 
17 + + + + + + 十 十 + 十十
※得られたデータを 3ヶ刀f写IC評定している。
7.姿勢・移動能力
おすわりの安定した時lζ C+)，おすわり，うつぶせ
の姿勢変換口J能およびはいはいでの移動可能な時を C+
+)と評定した。
乙れら 7項目iこ昼づいた付表2の内容を評定し，結果
を表4Iζ示した。
結 果
1.愛着行動・人みしり
特定の人物に愛着を形成するのは，乳児とその人物と
の問に周有なコミュニケーションの成立している記しで
ある といわれる。
本研究では9ヶ月からのデータしか示されていないが
乙の時期までに対象のDS乳児が家族や見慣れた人物I[
対し愛着行動を示すようになっている乙とがわかる。そ
の表現型は0'長後期には，
。特定の人物 (とくに母籾)が抱かないと泣きやまな
。親がそばから離れると泣いて呼びとめる
。乳児から手を山して抱かれようとする
。いつも話しかけられるのを待っている様子で，じっ
と母籾の!fVJきを日で追って円と口が合うとニッコリ
笑う
(6 ) 
。子どもが遊んでいてめずらしい乙となどできると母
親の}jをみてほほえむ
。母籾の喜ぶζとを何度もやって気をひく
などのような親和的反応，分離不安，再会時の歓迎反応
として現われてく る。乙の表現は l歳すぎるとさらに
'Hえ"という形態をとる。とくに，
o遠くからでも家族がみえると喜び飽いてほしそうに
する
。親の手などにもたれたりなめたりしてりえる
。抱いて歩いてほしい時，母親の顔をみて甘えるよう
に声を:1:¥したり，母観の手を日分のワキの下にもっ
ていきアーンと甘える
などの行動がみられ始める。母親インタヒーューによれば
“家侠をみて喜ぶ，胞かれようとするという段階に比べ
乙の時期にはさらに情緒的な結びつきが深まった印象を
もった"との声が多くきかれた。
乙れとは逆lζ人みしりは乳児と特定の人物の聞のコミュ
ニケーショ ン手段が形づくられていないため，乳児がそ
の人物K恐れを飽く乙とによって生じるといわれている。
表4よりζれも l歳前後で変化がみられた。 u-以前は，
o見慣れない人をジッとみる
。特定の人(例えば91t生，医者など)と会ったり，抱
かれると泣く
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なとのように対人識別の後で嫌悪反応あるいは同避反応、
を行なうか. l-tすぎ頃から
。初めはジッとみているが慣れてくると突いかえす
。初め少し泣くか気になるらしくじっと顔をみる
というように，見知らぬ人物を単i乙乙わがるという段階
から少し終ちli'いて観察しうる段階へとうつる。さらに
は，
o 1，ほ初ははずかしそうに顔をかくすが，気lとなるらし
くかくれながらその人の顔をじっとみている
というように，見知らぬ人物を乙わがる段階一一→気にし
て観察する段階←→初めての人K対する“照れ"を!~じ
る段階へと移行する隊子がわかる。
2.自己主張
乙れは食'Ji.おしめかえ，遊びの場面で抱否.怒りと
いう形態で現われてくる。ほほ全員がO自主後期から示し
ており，
。ミ ルクやごはんのいらない時は嫌がって絶対κ口を
聞けない
。オモチャをとろうとすると怒ってひきもどす
。おしめかえを嫌がって逃げようとする
という行動がみられる。とく lζ坐位が安定してくると
( I -t liíj'I~) tlieはり殺の手や食認を乳児が“ T:で払い
のける"というj彩で現われるようになる。離乳食をスプー
ンで食べる際，乳児か臼分で食べようとしてスプーンを
つかみにくるのは9-10ヶ月頃始まるが，乙れを母親が
手伝おうとするのを嫌がる乳児は 5名中 2名 (Y. A.. 
E. I )であった。
3.共感1• n 
共感 Iは他省ー の感fiを乳児が迫体験し，その体験IcJ，l;
ついて何らかの反応あるいは表現を行う ζとをみている。
ぷ4Iζ明らかなように9ヶ刀までに DS乳児は家族(と
くに~}続)の感情の動きを察知し，それIζ対応した行動
をポしていることがわかる。その内容は.
。母紛がしすんでいるとチどももしょんぼりとなった
り，遊びをIJ断して心配そうに母線の顔をジンとみ
る
。母親が病気の時は fども自身は元気でもおとなしく
している
。月初が怒っている時はジッと顔をみており • I手続が
ぶ情をかえると乳児はニッコリ笑って安心したよう
にする
。母級か忙しくて急いていると泣く
などのように.日常多くの時間をともに過ζす母籾の感
tl'iの動きに敏感iζ反応している。乙れはO_J'後期』ζはみ
られ. l-tすぎにもひき続き観察されるもので，いわば
( 7 ) 
相手の感情の動きに対し受動的に対応している段階とい
える。乙の感情の“共有"あるいは“追体験"からさら
に相手に対する乳児からの働きかけという段階がみられ
る。
共感Hは乙の第2の段階にあたり，とくに相手が“悲
しみ"を友製している場合ILは乳児の方から働きかけて
“なぐさめよう"とする動きがみられるようになる。t1.
4よりとの具体的行動が 1.-tないし 1.-t2-3ケJJ 頃か
ら始まっていることがわかる。例えば.
。l手続がしずんでいると子の方から笑いかけてくる。
。r:J;紛がしずんでいると初めは心配そうにみてとまど
いがちに少し笑し、かけ.母親が実い返すととても当a
」、
。付税がしんどかったりしょんぼりしていると，から
だをよせてきたり手を取りに来たり，機嫌をうかが
うよう {C遊びのさそいをかけてくる
という行動としてあらわれてくる。
4.適応場面における他者依存 I・日
社会性の発注では，一方で自我の確立による“A立"
が求められるのに対し，他方では現実場l筒への適応の際
他行の品)j JJを求めなければならない場合に他~.の援助を
;Jjう乙とのできる能力すなわち“他行依存"のfi!UJも求
められる。乙の“ I~立 " と“他省依存"とのバランスの
とれた発注が必愛となるが，こ乙ではそのうち“他.r，.依
存"の発達について検討している。
ぷ4Iζ明らかなように他者依存 lは l.-tないし 1-t2
-3ヶ月頃あらわれ，
。初めてみるものや驚いた時は{手続をみてたしかめる
。珍しいものをみた時母籾の顔をみなからそれにさわ
りたそうにする。母親が先{Cさわってみせると Fも
同じようにさわる
という形であらわれ，また他者依ff:[lは，
。泣くにある物がとれないとアーンといって付税に助
)Jを求める
。ピアノをひいてほ しいと母線の桁を持ってけん維の
J二l乙inく
。っかまり立ちをする時できないと I:}鋭を娘して、1:'べ
ソ顔をみせて助けを求める
という形であらわれる。
5.要求伝逢
乙乙ではとくに睡眠，食事，排地なと・の一次的欲求の
サインかほ籾に伝わっているかどうかを調べている。 9
ケJまでには日さめの時や空腹時に発戸して知らせるよ
うになるか，排t世後lζそれを知らせるのは数ケJ遅れて
おり， u-前後でほとんどの乳児が排池した後クズって
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知らせるようになる。しかし l名は 1才3ヶ月の段階で
も排1止を知らせず，おしめをとりかえても気持ちよさそ
うな顔をするなどの明瞭な反応はみられていない。
6.生活リズム
睡眠・食事は9ヶ月までに一定しており，排t世は10ヶ
月頃IC一定している。
7 .傍姿・移動能力
対象児は9-10ヶ月頃から座位が安定しはじめ. 1才
までには長坐位が安定するようになる。しかしこの時期
の日常活動はあおむけかうつぶせで・行う乙とが多い。あ
おむけでオモチャKさわる.うつぶせで片手支持でもう
一方の手でオモチャにさわる，両手を合わせて手あそび
をする.手をDIC入れる，手で‘足を持つなどの諸活動が
みられる。 ζの時期の移動は寝返りを連続してうち償転
しながら行なう。 l才前半になると這行(ずり遣い)が
主な移動手段とtJり，母親の後退いをしたり，目的地1:
這って行くなどの行動がみられる。
8.自己像(鏡像)への反応
1ヶ月頃iζは鏡像をジ yとみる，笑し、かけるなどの行
動がみられるが，鏡像にふれて遊ぶなとの綴極的反応は
l才2ヶ月頃iζ現われてくる。
考 察
表4の結果をまとめると次のようKなる。
9ヶ月頃までに睡眠 ・食事・排他の生活リズムがほ
iま一定し，続転による移動能力の獲得iζよって活動
の範闘が拡大する。また坐位.這行位も少しずつ安
定して外界への働きかけが活発になる。乙の頃ILは，
家版への愛着行動がみられ，対人識別による人みし
りも始まる。次いでl才2-3ヶ月頃には愛着行動
が"甘え"という形態をとってさらに家族との情緒
的関係が親密になってくる。そして見知らぬ人物に
対して9ヶ月頃示していた"恐れ"よりむしろ“照
れ"を示すようになり，見知らぬ人物に乳児の方か
らかかわりたいという関心もみられるようになる。
乳児が自分の窓ぶを押し通そうとする自己主張の表
現は l才頃から一段と激しくなるが，他者の感情の
動きを察知しそれに応じて反応する行動も同時にみ
られる。また1..[2-3ヶ月頃から鏡の自己像への
反応もひんぱんになり， 特定人物への愛者， 他者へ
の関心とその感情の認知，臼己像への関心，自己主
張の強まりがJ:才師J半までにそれぞれあらわれてく
る乙とがわかる。
乙れらの発達iζ比べ.表41ζも明らかなように共感E
のような他者の感情認知にひき続く直接的な行動(乙乙
(8 ) 
では主に愛他行動)は 1才前半』ζ始まり， 他者依存も I
Eともに l才前半なってから現われてくる乙とがわかる。
乙乙では共感， 他者依存について考察してみよう。
共感
共感 IがO才期からみられるのに対し共感Eはその出
現を l才すぎまで待たなければならない。 2つの行動の
間にはどのような違いがあるのだろうか。
共感 Iは相手の感情の動きに即応していくことであっ
た。 共感と同様な行動型として，自分と相手との行動あ
るいは情緒の動きを同一化して共生状態に しようとする
エントレインメントと呼ばれる現象がある。エントレイ
ンメン トはさかのぼれば新生児期あるいは胎児期からの
母一子関係においても観察されるといわれている。エン
トレインメントは二番聞の行動リズムを同一化しようと
するものであり ，例えば母矧の話しかけに対応して乳児
がリズミカルK体動を示したという報告がζれにあたる。
共感 Iも広義iζはエントレインメン卜の一種と考えられ
るが，乙れはDS乳児が少なくとも情緒的な表現につい
ては他者の持つリズムを恕解し.その リズムとIriJ織のも
のを表現しうる能力を持っている乙とを証明している。
さて共感日が遅れてtl.¥現するのは，共感Iが受動的反
応であるのに対し，共感Eは自分の働きかけが相手のお
かれている状況にどのような影響をおよぼすかをm解し
て初めて可能になるためである。共感Hが出現する頃lζ
人みしりの頃ではいわゆる恐れ→照れへの時期にさしか
かっており，乙の頃DS乳児の内部で情絡が一段と分化
してゆくひとつの節のきている乙とを縫損IJしうる。
他者依存
上述の情緒発達のひとつの節の時期には同時に他者依
存行動も出現し始める。他者依存 1• Iの出現時期1:大
きな違いのみられないのは，乙れらが行動的レベルでは
異なっていても，その根底として “他省を援助者とみな
す乙と"ができ，“乳児自身の行動系の中に他者を取り
ζめるという月解"ができているという点については一
致しているためと恩われる。 ζの点からも. J才前半期
IζDS乳児が自己と他者を分離してとらえ始めている ζ
とを推測しうる。 他者依存の行動型は Iで視線や発声が
主な手段であるのに対し， 日では母籾の手をとって行動
を要求するという手段がそれに加わる。乙の時期は資勢・
巡弱j面での長坐位安定.遺行の礁立，つかまり立ちの出
現lとみられるような身体述動的成熟の時期と一致してお
り.DS乳児が身体面の発育i乙応じて他者依存の要求行
動形態を変化させている乙とがわかる。
共感Hの発注(愛他的行動の出現).見知らぬ人に対
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する“耳bじらい"の出現，他者を援助者として珂解する 比1)も含めて“籾子教室"と改正した。 1984年1月から大
という 3点かl才前半にほぼ同時に表われるという本研 阪市大，児竜・家族倒談所にも新ら しく“観子教室"を
究の結果から，乙の時期IL乙れらDS乳児の内部で自己 開催した。運営は当児童学科児'1i保健藤田弘子と児重
と他者とが分離してfll1解され始めていると待えてよいで 心.flfl 松島恭子が共同で行なうものである。実施に当たつ
あろう。乙れにひき続き同一対象児について肉己像の開 ては当学科学生杉田穏子，日平IJi工.渡辺通子.総議生
解，愛他行動，他者依存行動がどのようにtU現していく 大手日京子並びに妓術職員 松山悦子の協力をfSた。記し
かを観察し， DS乳児の社会性の発注lζ関してさらIL検 て感謝します。
討していきたい。 本研究はスタッフの了解を似て筆者が独自に分析を行
要 約
DS乳児の0才後期から l才前半までの社会性の発注
iζついて白己意識と他8怠識の発達という観点から検討
した。対象は大阪市大付属の児童 ・家紋相談所で開催す
る“ダウンtlE乳児の組子教室"1ζ来所する親チ5組であっ
た。家!i1記録表』ι基づくデータとインタヒ'ューによりデー
タを回~し分析 した。
観察倶点は，
1. 乳児から他者への'~求表現
2.他省からの働きかけに対する乳児の反応
3.乳児と他者との問の緩和的交流および愛后行動
4 .乳児の門己像(鏡倣)の認知
5.他行への共感
の5点とした。乙れらの視点IC基づ‘いて仰られたデータ
を次の8点ICっき評定した。①愛δ行動と人みしり，②
臼己主'Jk，③共感， 0場I節適応のための他省依存，@~
求の低迷.⑥生活リズム ，⑦資勢・移動fJIUJ.③鋭像
(臼己{象)への反応。
結果は以下のとおりである。
睡眠 ・食‘li・排植の生活リズムは9-10ケJlまでlζほ
ほ規則的になり， 9ケJ頃から坐位の1ei-E， 1 J'2 -3 
ヶ月頃からずり温いによる移動やっかまり立ちがみられ
るようになった。愛Zi-行動や人みしりは9ケ)J 頃までに
あらわれ， Ltすぎると籾しい人への“ t1え"や見知ら
ぬ人への“はにかみ"がみられるようになった。 IJ'2 
-3ヶJl頃は鏡像への以応が活発になり， I也首への共感
と“なくさめ" (愛他行1'9))ゃ， 間:m解決湯I而で他者iζ
援助を依頼する行動がみられるようになる。これらの乙
とからDS手u犯において 1J'すぎ頃から円己と他者の識
別が町1肱になるものと惟測される。
;主 1) 
“ダウン症乳児親子教室"は1975年IC“亦ちゃん体操
教室"として考案注れ兵'，1県立縁日病院で実施されてい
るダウン抗乳児の早期療育んー法である(主的"藤田弘チ，
大 rlí大~ff，科学部児ill保健 )0 5作・後(1981"Ie)家族援
( 9 ) 
なったものである。
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Summary 
The purpose of this study was to examine socia1 development of Down's syndrome infant as to deve10pment of their 
self and other conciousnes. Subjects were five mother‘infant pairs who attended to the Child & Family Clinic for 
Down's syndrome infant at Osaka City University. Data of their social development was col1ected from their parents' 
report by questionnaire and interview. 
The data was acquired as to these five poin ts; 
1. lnfant's requires which were expressed to others 
2. lnfant's responses to other's approach 
3. Attachment behavior and wariness of strangers 
4. Infant's self recognition 
5. Infant's sympathy with others 
τ】ledata was estimated of (+) or (ー )for 8 sections， that was， 1. Attachment and Warines， 2.Self assertion， 3. Sympa-
thy， 4. Dependence， 5. Expression of primary need 6. Rhythm of 1iving 7. Motor development， 8. Self recognition. 
The results were as foUows; 
Infant's rhythm of living (sleep， feeding， excertion) had regular pattern by 9-10 month. They could sit down by them-
se1ves around 12 month， could crawl and stand by the hand at 14-15 month. Attachment behavior and wariness were 
observed by 9 month， and dependent behavior and shynes to others were observed over 12 month. The response to 
mirror image became more actively at 14-15 month. 
The important finding was that infant's self recognition and sympathy， shynes， dependence to others were appeared 
at 14-15 month. From these result it was supposed that Down's syndrome infants having early intervention might 
be able to distinguish self from others by this period. 
(10) 
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付表 1 家庭記録用紙
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名前 月 第 1i恩第2週第3週第4週
次の質問le答えて下さb、。また、当てはまるものにOをつけて下さい。(2つ以上でも可)
l 赤ちゃんの眠りと目覚めについて
山朝起きる時1m、佼眠る時間、おひるねの時間は、だいたい一定してきていますか。
12) 目覚めた時、泣いたり声を出したりしてお母さんに知らせますか。
会目覚めるといつも泣い 台目覚めた時、母親が側にいないと泣く。
会泣く時もあるし、芦を出す時もある。 会予吉を出して知らせる。
カ目覚めた時おとなしくて、母親が気付かないζとが多い。
1をその他(
(はい ・ いいえ)
2 赤ちゃんの食事習慣について
1) おなかが空いた時に、泣いたり発声したりして知らせますか。
12) 食事をとる間隔が一定してきていますか。
13) 食事を与えた時、自分で取って食べようとしますか。
またその時、お母さんが手をtまそうとするとおζ りますか。
(はい
(はい
(はし、
(は L、
いいえ)
いいえ)
いいえ)
いいえ)
14) 離乳食のうちで好んで食べるものと、あまり食べたがらない物がありますか。
好きな離乳食 ( 
嫌いな離乳食 ( 
3 赤ちゃんの排尿について
11)排尿(おむつがぬれる時)の間隔は、 一定してきていますか。(は い ・ いいえ)
12) 1日の緋使の同数、状態はどのようですか。( ) 
13) おむつがぬれた時に泣いて知らせますか。(
14) おむつを換えた後に、笑ったり声を出したり気持ちよさそうなぷ怖をボしますか。
4 赤ちゃんが日覚めている時の活動や姿勢について御質問します。
1) 1日のうちで主にどんな姿勢をしていますか。
女あおむけ すうつぶせ 会おすわり(IJ手をつけて)
会その他の~勢( ) 
12) 機嫌のいい時、主にとeんな活動がみられますか。
女おしゃべりしながら、おもちゃをさわっている。 カ乙ろがって科副jする。
会手と手、手と足を触れ合わせたり、手や足を111ζ入れたりしている。
すあまり動かないで(姿勢を変えたりしないで)手指だけを動かしたり、足をパタバタしたりしている。
公その他(
公子lζ座っている。
5 了どもが何か言いたいことがある時、それがお母さんに伝わりますか。(気づいた ζとを書いて下さい。)
(例〉会おなかがすいた時、おしめがぬれた時、抱いてほしい時
泣いて訴える。
会おしめかえの時逃げる。ミノレク等欲しくない時拒否する。
す珍しいものを見つけた時声を出す。
会うれしい時、お母さんの顔を見る。
f;:r手助けが欲しい時、お母さんを呼ぶ。
会機嫌がいい時、おりさんにぷしかけるような声を出す。
6 家族le)tjする反応と、見慣れぬ人に対する反応に遅いが比られますか。(気づいた乙とを書いて Fさい。)
(例)古家族に対してー
・おかれようと手を出す。
. BJ{。
・泣くとおりさんが抱かないと泣きやまない。
公凶ftれぬ人le対して ・
・泣く。
・喜ぶ。
7 おりさんの後し方が気分が必い、しょんばりしている等でいつもと通う時、子どもはそれに応じて進う行動をとりますか。
(例)食泣きだす。 I (気づいた ζとを占いて下さい。)
f;:r機嫌が)/f，くなる。
食事長子をうかがうように、じっとお母さんを見つめる。
公館をのぞき ζむ。
大あまり反応を示さない。
、、 ，
?
???，、
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付表2 ダウン症手L児の社会性発達 (家庭記録表による)
1. Y.T.児
子どもの冨いたい乙とが母親IL伝わるか 家族と見知らぬ人lζ対する反応
。うれしい時母親の顔をみてニッコリ笑い、時々 。母観1:対して笑って答ぶが、父親にはあまり笑
9 声を出す。 わない。
ケ 。ミノレクの時欲しくないと怒っていやがる。 。母親がいないと泣く 。
月
。自分のまわりにある見慣れない物に対して興味 。母視にはすごく喜んで声を出し 、 ~くにいても
10 
を示し、取り上げると欲しがる。 見つけると喜ぶ。
。ぃゃな時怒り声を出す。 。泣いた時は母親でないと泣きやまない。
。うれしい時顔をみて笑い、足をパタパタさせる。 。ミノレクは母親の顔を見て飲むので、母親でない
ケ
とあまり飲まなし、。
o !'JH生を嫌がって泣く。初めて会う人をじっと見
るが、少し時聞がたって慣れたら笑ったりする
月
相手もある。
。とわそ.うな顔で相手をまばたきせず見つめてい
る。
。欲しい物を取ろうとする時、じゃまをすると怒 。泣くと母観が抱かないと泣.きやまない。
る。 。母綴を速くから見つけると喜ぶ。母籾lζー奮い
1 。乙.はんの時いらないといやがり .絶対に口をあ い顔をする。
けない。 。知らぬ人には用心した感じでいつもと違う困つ
12 。眠たい時グズグズいうのですくわかる。 きでみるが、あまり泣かなくなり、慣れると喜
ケ 。遊んでいてやめると.足をパタパタして怒る。 ..)~。
月 。うれしい時訴すように声を出す。
。機嫌がよいと声を出して笑ったり、話しかけた
そうむ声を出す。
。子どもが声を:J.Iすので返事すると、また声を出 。母親でないと泣きやまない。
15 
してくる。 。見知らぬ人は初めじろっとみて.母綴がいない
。持っているものを取り上げると、以前よりも っ と泣く z
ケ
と怒りぐずり出す。 機嫌のいい時は笑う。
。おしめ交換の時いやがり逃げようとする。
月
。ミノレクや食事を欲しくない時短否する。
。めずらしい物をみると母親をふりかえり、取っ
てというように手にふれる。
L_. _ __ 
(12) 
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母線の表情の変化への反応、 睡 OR 食 す1 ~f. t世 ~勢 ・ 活動
。母鋭がヒステリ yクK大きな声 。間隔は一定 。mJ阪は一定 。間隔は一定 o J:ICあおむけで、 ζ
を出すと泣く。 。目覚めるとyS 。空腹の時、知 。排地の後、知 ろかつて移動する。
。f苦紛が気分が恐くてブス yとし を:1して知ら らせない。 らせない。
ていると、おとはしくじっとし せる。
ている。
。母親のJC気がないと、チどもも 。間隔は一定 。間隔は一定 。間隔は一定 。主ICあおむけで、お
元気がなくなる。じっと母視の 。n党めると戸 。離乳食のスフ 。排it壁の後、知 しゃべり しながらお
顔をみつめて機チをみるように をtlJして知ら ーンをとって らせない。 もちゃをさわってい
する。しまいにハZきだす。 せる。 遊ぶ。 。おむつを換え る。
。i主主見が怒るとY'J.きだす。 。空腹の時、泣 た後、気持ち 。ころがって移動する。
いたり発y1し よさそう Kす
て知らせる。 る。
。母親の機嫌が悪いと ‘じっと顔 。|間隔は一定 。間隔は一定 。間隔は一定 。主κうつぶせで、お
をみて泣きHJす。 。r!:rlめると泣 。空腹の|時、 枕 o tlFit~の後、知 もちゃをさわったり
。母親が栄しそうにすると ‘い っ くHflもあ るし いたりプe，.l1し らせない。 おしゃべりする。
しょに喜ぶ。 戸を:1す時も たりして知ら 。おむつをt換え 。ζろがって移動する。
。母親の表情をじっとみる。 ある。 せる。 た後、足をパ
。離乳食を自分 タパタして動
で食べようと きまわる。
する。
0)号視の気分が必いと織子をじっ 。空腹のl時、rl 。排r世の後、知 。主にうつぶせで、お
とながめ、産自をのぞき ζみ手を をモグモグさ らせない。 しゃべりしながらお
ふれる。 せたり、 f" もちゃをさわる。
ンマjの発戸
をして知らせ
る。
(13) 
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2. K.O.児
?
??
子どもの言いたいζとが母親iζ伝わるか | 家族と見知らぬ人K対する反応
。抱いて話しかけて遊ぶと、とてもうれしそうに I 0家でも他の場所でも母親の動きを目で追う。
笑ったりよくしゃべる。 I0父母が「おいでJというと手を出してくる。
。顔をふ乙うとするといやがって逃げる。おしめ 1 0 8ヶ月まで 「おいでJといわれると手を出して
かえの時も、いやがって逃げる。 I いたが、近頃は知らない人や少し知っている人
。うれ しい時、観の顔をみる。 I でも反対を向いて、いやがっているようで抱か
。灘乳食がほしくないと、スプーンをじっとみて | れると泣く。
顔をそむける。
?
??
。抱いてほしい時泣く 。 I0見慣れぬ人をみると誰れをみても泣き出 してい
o見知らぬ人をみたり、見知らぬ場所に行くと助 | たが、母親が抱くと泣きやむ。
けてほしそうに泣く 。 I。見慣れぬ人に初めは泣くが、慣れると抱かれて
笑ったりする。
。旅行から帰った時、父親と自分の家はわかって
いたそぶりをみせた。
。一緒lといて母綴が用事でそばを離れると、戻っ | 。向 上
1 I てきてからも怒っている。
1- I 。食事の時「マン7 よjというと、舌をペロベロ
12 I 
ヶ | させる。
月
。遊びを中断すると怒る。 I。見知らぬ人iζ対して以前ほど泣かなくな ったが
15 I 0母親がピアノをひいていて途中でやめると、母 | 好き嫌いはあるようだ。
ケ | 親の指をピアノ lζ持っていき、もう一度弾いて
月 ! というふうに顔をみる。
(14) 
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ほ籾の.&Wの変化への反応
。I:}紛が病気の時には.子ども自
身は;L気でもおとなしく してい
h ，_n 
。ほ籾が気分IJl惑いと僚子をうか
がうようにじ っと見ている。
睡眠 食事 排他 姿勢 ・活動
。主iζあおむけとうつ
ぶせ、おしゃべりを
した り、l.Lj手や予足
をふれ伶せたり.お
もちゃをさわ ってい
る。乙ろがって移動
する。
。母親がしょんiまりしていると、
遊びをやめてじ っとみてい る。
。間隔は不~o 1 0 n隔はイ、定。 10間隔は不定。
。目覚めるとi!iI 0';ヂs!lの問、グ 10 11~ii!tの後、知
をtl1して知ら| ズグズいう。
せる。
らせむい。
。主ILあおむけとうつ
ぶせで、乙ろがって
移動する。おしゃべ
りしながらおもちゃ
をさわり、手で足必ー
をにぎ っている。
。向 上
。?
???
??、??? ???
???
? ??。。。???????。?
????
?
っ
??
? ?
?っ
?
???
。。。
? ? ? ?
?
???????
。
? ???
???
。。
よさそうにす
る。
。間隔は一定。 I。空腹の時.n I。排ii!tの後、知 I0主ILあおむけ‘うつ
でもCもとさ| らせない。 1 ぶせ‘おすわりで、
せて知らせる。 おもちゃをさわる。
。補助をすると立っち
をし、開っぱいでえ:
けりをして進む。
o ßHJllJ l気分が:~~いとおとなしく
なって母親をじっとみつめ、顔
をのぞき ζんだり手lζふれたり
する。
。宅肢の時、1)1。排池の後.知11 。主にうつぶせやおす
をもどもζさ| らせない。 1 わりでおもちゃをさ
せて知らせる。 わる。四つはいで足
けりして移動し、 l占j
T'支持で数歩あるく 。
( 15) 
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3. K.K.児
?
??
子どもの言いたい乙とが母親1<::伝わるか | 家族と見知らぬ人に対する反応
。正面に向き合って抱くと母親の顔をつかみにき I 0父貌や母紛が室内を移動すると目で追う。
てしゃべりかけてくる。 I。機嫌のし、い時母親が笑L、かけるのを期待してじっ
。空腹らしい時、 「ミノレク?Jと聞くと泣いて返 | と見、笑ってみせると喜んで足をパタパタして
事する様子。 I 笑う。
。無恩IC食べさせようとすると怒り、スプーンを | 。人見知りは8ヶ月頃から、見知らぬ人をじっと
とってしまう。 I みていた。局所も新しい所だとジッとみては激
しく泣く。その日は夜泣きをする。
。遊んでほしいと甘え泣きする。 。母貌が遊んでいて離れようとすると、泣いて呼
。空腹の時、激しく泣く。 びとめる。
。初めてみる物や、篤いた時は母親をみて篠かめ 。父級ICも笑いかけたりさわったりし、だっ乙さ
10 る。 れたカ1る。
ケ 。母f見の喜ぶ乙とを何度もやって気をひく。 。見知らぬ人をみると非常K激しく泣き、その人
月 。機嫌がょいと話しかけてきて、母親が返事す る と母親を交互にみて泣き続ける。母親が抱いて
とさらに大声を出す。 あやさないと泣きやまない。その日は必ず佼泣
。かまってほしい時は、そばにとろがってきて足 きする。
をはめたり手をのばしてきわってくる。
。だっとしてほしい時やかまってほしい時、まっ 。特lζ父籾lζよくなっき、名前を呼ばれると月を
すぐに両手をのばしてく る。 tl:Jして喜ぶ。
1 。遊んでほしい時は手足をバタパタさせて母親の 。人見知りが少しおさまり、初め少し泣くがあや
ケ 自をじっとみて期待するが、一人遊びlζ満足し してもらうと笑う。
月
ている時は白が合ってニッコリしでも、すぐ口
をそらして自分で遊ぶ。
。おもちゃを取り上け'ょうとするとウーと怒り絶 。激しく泣くと母親でむいと泣きやまない。
対fC離さない。 。籾の手などにもたれたり、なめたりして甘えて
。空腹の時、 7 ンマン7 ン ーー というような音声 くる。
12 をi甘す。 。見知らぬ人をみても機嫌がよい時は笑b、かえす。
ケ 。珍しい物をみると母親の顔をみる。
凡 。食べたくない時、顔の前で両手をそろえて矩否
する。
。手の届かないものがほしい時は、i，H見をみて泣
く。
。新しいオモチャを渡すと母線をみてニッコリ し 。fJlIζ抱いてほしい時、 よじのぼって顔をのぞい
母親の顔や頭をオモチャでさわってから遊ぶ。 て笑う。特に父親になっき、部屋中を後追いす
15 
。っかまり立ちの時台が高すぎて苦しくなると母 る。
ケ
籾を授して泣く。 。人見知りがましになった。
月
。一緒lζ遊んでいて中断すると、怒って体をゆら
して母親の手を持ち催足する。
( 16) 
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母観の表情の変化への反応 殴 目民 食 事 11: if! 姿勢 ・活動
。母貌の機嫌が惑いとおとなしかっ 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。間隔は不定。 。主にうつぶせや四つ
たり、しゃべりかけてこなくなっ 。目覚めると声 o空腹の時、発 。排池の後、ぐ ぱいで前のめソたり
たり様子をうかがって、心配そ を出して知ら 声して知らせ ずって知らせ 後ずさりする。
うにジッとみつめる。 せる。 る。 る。 OFEを出しておもちゃ
。母親が明るくしているとつられ をさわり、両手、手
て笑い出し、子どもの機嫌がな 足を触れ合わ したり
おる乙とがある。 口K入れる。
。乙ろがって物をとり
iとし、く 。
。母観がしずんでいると一口中お 。目覚めると声 。空腹になると 。おしめをかえ 。うつぶせで‘腕で体を
となしい。 を出して女官ら 大声で泣きち ると気持ちょ ささえ、よくし ゃべ
。子どもが激しく泣くので母籾が せる。 らす。 さそうにし、 る。四っぱいにもな
ひとく泣くまねをしたらピタッ 。自分でと って 泣きゃんで遊 る。ころがって移動
と泣きやみ、首をかしげながら 食べようとす びだす。 する。両手、手足を
t手続の顔をのぞき乙んだ。 る。 触れ合わせたり口に
。母親がしずんでいると、たまに 。離乳食に好き 入れたりする。
子どもの方から笑し、かけてくる。 嫌いがある。
。母親がしずんでいると初めは心 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。間隔は不定。 。うつぶせで腕で体を
配そうにみて、とまどいがちに 。目覚めると声 。食べるのを母 。排if!!の後、 く号、 ささえ、よくしゃべ
子どもの方から少し笑L、かけ、 を出して知ら 紛が手助けし ずって知らせ る。おもちゃで遊ぶ。
母籾が笑い返すととても喜ぶ。 せ、母親の寝 てもいやがら る。 。両手、手足合わせを
ている方をジッ ない。 し、乙ろがって移動
とみている。 する。
。母親がしずむと僚子をうかがっ 。同上 o同上 。間隔は不定。 。うつぶせ、おすわり、
てじ っとみつめ、遊びを中断す 立っち(補助して)
る。 おすわりやζろがり
ながらずっとしゃべ
り続ける。
。うつぶせの時、手を
のばして物を取ろう
とする。
。母親がしょんlまりしていると、 。空腹のi持怒 っ 。間隔は不定。
機子をうかがうようにじっとな たように泣い 。排地の後、ぐ
り、ひざに触れて顔をのぞきと て知らせる。 ずって知らせ
む。 る。
(17) 
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4. E.I.児
子ともの奮いたい乙とが母親11:伝わるか 家肢と見知らぬ人11:対する反応
。うれしい時や楽しい遊びを途中でやめると、声| 。家族IL対してE喜んで声を出し、顔や自の表情を
を出しでもっととせがむ。 I 変える。手が少し前へ出てきたが、まだ体ごと
。子どもが遊んでいて、珍しい乙と江どできると | くる。
母親の方をみて笑う。 ζれを何度もくり返す。 I0いつも見ている人と初めての人の両方fC会った
9 I 0いつも話しかけられるのを待っている機子で、 | 時は、見慣れた人に自分から笑顔をつくり、も
じっと母親の動きを自で追って、日と目が合う | う一人の人をジッとみて見慣れた人と見比べる。
とニッコリ笑う。 I。男の人をみると泣き顔をする。
ケ I 0汗をかくと体をくねくねして知らせる。
。ネコが近づくと 「アー アーJといって知らせる。
。母親の姿が見えはいと「たたたたjと呼び、返
月 | 事するとニッコリする。
。甘えたい時は自分から顔を母親の顔にくっつけ
る。
。食べさせるのを途中で止めると怒り、も っと欲| 。母親や姉妹には喜ぶ。
10 I しいと要求する。 I0見慣れない人の顔をジッとみて、母紛の顔をく
。音声模倣が盛んで、母貌が本児の7 ネをすると | り返し見比べる。
ケ | 本児も再度マネしてウーアーブーという。 I0少し知っている人だと、しばらく話しかけられ
るとニッコリする。
月
?
?
?
。母親がそばから離れるとずり這いで後追いし.
呼ぶ。
。空腹の時、口をモゴモゴさせて母親を見る。
。人見知りがとてもひどくなった。
。見慣れぬ人11:会うと ジーとみて、少しでも触れ
られると泣く。
12 I iマン??J iブーブのむ?Jと聞くとそれの
ケ ! ある方を見る。
月 | 。日新しい物を見ると母親を振り返り、母の顔と
物を見比べる。
。遊びを中断すると母緩や姉の顔をみて発声し、 | 。母貌や姉をみるととても喜び、両手を出して声
オモチャや人の手を触れでもっととせがむ。 I をあけ'る。
。欲しい物があるとそれを目で見て、母籾を娠り | そばを縫れようとするとアーと呼びとめる。
返り取って欲しいζとを伝える。
15 
ケ
月
(18) 
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母親の表情の変化への反応 睡 H民 食 事 tl~ 池 姿勢 ・活動
。上の姉妹を母親が怒っている時 。間隔は一定。 。間隔はほぼー 。間隔は一定。 。主ICうつぶせ、おす
はジッと心配そうに顔を見てい 。目覚めると声 定。 。排植の後、ク わり(両手をついて)
る。母親が表情をかえるとニッ を出して知ら 。空腹の崎、泣 ズグズいゥて おしゃべりしながら
コリ笑って安心したようにする。 せる。 いて知らせる。 知らせる。 オモチャにさわった
。母親がジタパタして気がせいで 。離乳食の好き 。おしめをかえ り.両手、手足を触
いると、ジッとみて下唇を出し 嫌いはない。 ると気持ちょ れ合わす。
てベソをかく。声かけはがら周 。離乳食を自分 さそうにする。 乙ろがって移動する。
事をすると泣かない。 で食べようと
。母親がよその芋を抱いてあやし してスプーン
ていると機嫌が悪くなりベソを をつかみにく
かく。母親がさらに知らん顔し る。
ていると涙を出す。
。上の姉が本児をしかると .姉を
ジッとみてしかられているとと
がわかっている様子。
。上の姉妹を叱っていると、母と 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。主にうつぶせ、おす
姉妹の顔引|頂ILジッとみている。 。目覚めると声 。離乳食を食べ 。排池の後、グ わりで、オモチャを
を出して知ら ょうとするの ズグズいって さわって遊ぶ。
せる。 を母親が手伝 知らせる。
うと怒って泣 。おしめをかえ
く。 ると声を出し
て全身で喜ぶ。
。母親や姉妹が元気がないと 、お 。間隔は一定。 。悶編は一定。 。間隔は一定。 0主ICうつぶせおす
となしくしている。 。目覚めると声 。食事を自分で 。排t世後、泣い わりで遊ぶ。おすわ
を出して知ら 食べようとし て知らせるの りは安定しており、
せる。 てスフ。ーンを 脇の下をささえると
持つ。 足裏で体重をささえ
る。
乙ろがって移動する。
。母親が病気がちで寝ていると、 。目覚めると声 。食事を自分で 。排t世後、泣い 。主にうつぶせ、おす
子どももおとなしくなり 、母親 を出して知ら 食べようとし て知らせる。 わりで.オモチャを
の方を心配そうにじっとみたり せる。 てスプーンを さわって遊ぶ。
顔lζ触れたりする。 持つが、母親 。ずり迄いて前進しょ
が手伝おうと うとし、遠くのオモ
しでも怒ると チャでも取ろうとす
とはない。 る。台を持って立と
。空腹の時、マ うとする。
ンマンマ とー
いう声を出す。
( 19) 
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5. Y.A.児
子どもの語いたいととが母親に伝わるか 家族と見知らぬ人lζ対する反応
。おなかがすくと泣き、限くなったら指を口に入 。家族には自分から手を出して抱かれようとする。
れて泣く。 。皆(家族)が帰宅すると喜ぶ。特fC母親の時、
12 。薬を飲む時、口を一文字iζ閉じる。 最も喜ぶ。
。自分の行きたい方へ手を出す。 。見知らぬ人fC抱かれると泣き、母親の方K手を
ケ 。母親の姿が見えないと大声を出す。 出し抱かれたがる。
。抱いてほしい時両手を上にあげる。 。見知らぬ人を見ると初め少しi立くが、気になる
月 。ォモチャを取ろうとすると子がひきもどす。 らしくじっと顔を見始める。
。おしめかえをいやがる。 。家族fCは自分から手を出して抱かれたがる。
。返事のようにして晴語をいう。 。大きな声を出す人や、男の人をみると泣く。
13 。気にいらないオモチャは放る。 。人見知りはかなり少はくなり、隣家の人には慣
。眠いとだっ乙してほしそうに手を出す。 れて手を出して抱いてほしいという。
ケ 。食事のいらない時、母親の手をはらう。
。手の届かない所fCオモチャを置くと、甘えるよ
月 うな声を出す。
‘取ってほしいの?..と言うと笑う。
。珍しい物を見た時、母親の顔をみながらそれを 。家族が遠くにみえると喜び、手を:!:lして抱いて
14 
さわりたそうにする。母親が先にさわってみせ ほしそうにする。
ると子ともも!司じようにさわる。 。見知らぬ女の人には喜んで笑し、かけるが、男の
ケ
。自分の行きたい方へ手を出す。 人とくに医者の顔をみると泣く。
。遠くにある物が取れないとアーンと言って母親
月
に助けを求める。
。抱いて歩いてほしい時、母親の顔をみて甘える
ように声を出す。
。空腹の時、捕手Lビンを指さす。 。家族lζは抱かれようと両手を出す。
15 
。抱いてほしい時、母親の手を自分のわきの下に 。見知らぬ人には最初はずかしそうに顔をかくす
もっていきアーンと甘える。 が気iとなるらしく 、かくれながらその人の磁を
ケ
。遊びの途中でオモチャをとり上げると、泣いた じっとみている。
りスネたりする。
月
。助けがほしい時母親を呼ぶ。 。家族吋…とて捌勉州ようと l
18 
oおしめかえ、ミノレクの時いやがって怒り逃げ「た する。
りする。 。見知らぬ人をみると泣き .母親が抱かないと泣
。ォモチャを取り上げたり 、遊びを中断するとイ きやまない。 mれるとニッコりしたりする。
ケ
ヤがる。
月
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母親の表情の変化への反応 経 Hn; 食 事 WF 池 姿勢 ・活動
。母親がしずんでいると、子ども 。|剖隔は一定。 。間隔は一定。 。問|需は一定。 。主におすわりとうつ
もおとなしくなる。 。自党めるとー 。自分でと って 。排t世後.泣い ぶせ。
人でオモチャ 食べようとし て知らせる。 。おしゃべりしながら
で遊ぶ。 母親が手伝う 。おしめをかえ オモチャをさわった
母車見は気付か と怒る。 ると気持ちょ り、乙ろがって移動
ない乙とが多 。空腹の時、声 さそうにする。 する。
い。声をけiし をH¥して知ら
て知らせる乙 せる。
ともある。
。母親が大きな声を出して怒ると 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。主におすわり、おし ゃ
泣く。祖父母に助けを求める。 。目覚めると声 。離乳食IL:好き 。排池後、泣い べりしながら、オモ
。母鋭が全然かまわずlι他の仕事 を出して知ら 嫌いがある。 て知らせる。 チャをさわる。ころ
をしていると、泣いたり大きな せる。 。自分で食べよ 。おしめをかえ がって移動する。す
戸を山してかまってほしそうに 母親がそばに うとしてハシ た後、ニッコ わって一回転したり
する。 いないと泣く。 をとりにくる。 リする。 する。
。母親の機嫌が悪いと、子も機嫌 母親が手伝お
が懇くなりしょんぼりするo うとすると怒
る。
。母親がしょんぼりしていると子 。目覚めると、 。空腹のH寺泣い 。排池の後、く 。主におすわりと!}行
どももおとなしくなり、母親の 泣いたり声を て知らせる。 ずって知らせ 器での立っち。少し
顔をのぞき ζんで綴子をうかが 出して気lらせ 。食事の時ハシ おしめをかえ 手をのば したり、く
つ。 る。 を取って自分 ると足をパタ るくる方向をかえは
で‘食べようと パタさせる。 がらオモチャを取り
し、母親が手 lζ行く 。
イ云おうとする
と怒る。
。母親がしんどかったりし ょんほ 。円党めると、 。空腹の時、グ 。向 上 。うつぶせ、おすわり
りしていると 、体をよせてきた 泣いて知らせ スる他l乙、輸 ころがって移動する。
り予を取りにきたり 、機嫌をう る。 手Lビンをさわっ 手近のオモチャはす
かがうように遊びのさそいをか たり指さした ぐっかみ、述く のは
けてくる。 りする。 おすわりから寝返り
をして取りに行く 。
(途中、母親の顔を見
返る。)
。i手親の元気がないと様子をうか 。目覚めると、 。空腹の時、泣 。主におすわりでオモ
がうようにじ っとみつめ、顔を 戸を出して呼 いたりグズグ チャをさわって遊ぶ。
のぞき乙んだり体をよせてきた .M。 ズいって知ら ζろがって移動した
りする。 せる。 り、おすわりからう
つぶせILなって移動
する。
両手保持で5-6歩
あるく 。
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